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平成 28年度 第 2回 南城市地域公共交通会議資料 
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1 先進事例視察の概要 

1.1 視察の工程と視察先 

 

 

 

 

表 1.先進事例調査の日程 

月日 視察先 視察対応者 

11 月 9 日(水) 

埼玉県 

ときがわ町 

ときがわ町役場、バスセンター ときがわ町役場企画財政課 

《取組み》 

●ハブ＆スポーク【交通結節】 

●高齢者定期券【料金施策】 

月日 視察先 視察対応者 

11 月 10 日(木) 

青森県 

八戸市 

八戸市役所、市内各地 
八戸市都市政策課・観光課 

八戸市交通部・南部バス 

《取組み》 

●等間隔・共同運行【ネットワーク】 

●遊覧バス うみねこ号【ネットワーク】 

●バスナビ 8【情報提供】 

●はちこ【情報提供】 

●八戸ポータブルミュージアムインフォメーション【情報提供】 

●八戸えんじょいカード【料金施策】 

月日 視察先 視察対応者 

11 月 11 日(金) 

岩手県 

盛岡市 

盛岡市役所 盛岡市交通政策課 

《取組み》 

●ゾーン・バスシステム【ネットワーク】 

●バス案内係【情報提供】 

●高齢者定期券【料金施策】 

月日 視察先 視察対応者 

11 月 12 日(土) 

宮城県 

仙台市 

仙台市八木山動物公園駅 － 

《取組み》 

●八木山動物公園駅の整備【交通結節】 

※11 月 8 日(火)は移動日    

  

●平成 28 年 11 月 8 日（火）～12 日（土）の日程で関東・東北地方の先進事例の視察を行い

ました。 
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1.2 視察先での取組の概要 

 

 

 

表 2.視察先での取組の概要 

区分 取組名 実施箇所 実施内容 

ネットワーク 

 

ゾーン・バスシステム 岩手県盛岡市 

・郊外部と都心部を結ぶ「基幹バス」

と郊外部を運行する「支線バス」

に整理。基幹バスと支線バスの乗

り換えはミニ・バスターミナルで

行う。 

等間隔・共同運行 青森県八戸市 

・「八戸駅線」の 10 分間隔共同運

行。バス事業者、各社独自で運行

していたダイヤを調整し、日中は

両社をあわせて 10 分間隔での

運行を実現。 

遊覧バス うみねこ号 青森県八戸市 

・JR 八戸線鮫駅と JR 八戸線種差

海岸駅を結ぶ「ワンコイン遊覧バ

ス・うみねこ号」を八戸市が運行。 

交通結節 

ハブ＆スポーク 
埼玉県 

ときがわ町 

・「せせらぎバスセンター」をハブ

バス停として整備、町外の 3 つ

の駅と町内の 2 地域へ放射状に

バスを運行。「せせらぎバスセン

ター」では同時間帯に各方面のバ

スが到着するダイヤ設定。 

八木山動物公園駅の整備 宮城県仙台市 

・端末駅の八木山動物公園駅にバス

停、バス待機場、タクシー乗り場、

駐輪場、駐車場を整備。 

・路線バスは、端末駅から運賃 100

円区間を設置。 

情報提供 バスナビ８ 青森県八戸市 

・平成 21年に導入していたバスロ

ケーションシステムを活用し、平

成 25 年にタブレット端末とモ

ニターにより、バスの到着予測時

刻を提供できるシステム「バスナ

ビ 8」を開発。(八戸市内 12 ヵ

所のコンビニ・公共施設設置) 

●埼玉県ときがわ町、青森県八戸市、岩手県盛岡市、宮城県仙台市における視察結果の概要は 

以下に示すとおりです。 
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区分 取組名 実施箇所 実施内容 

情報提供 

はちこ 青森県八戸市 

・八戸駅やバス停留所、バス車内等

において、乗り継ぎや目的地の案

内をする「はちこ」を配置。 

八戸ポータブルミュージア

ムインフォメーション 
青森県八戸市 

・八戸市や周辺町村域のバス観光案

内業務、情報提供、バス利用促進、

バス乗車券の一部販売等を実施。 

バス案内係 岩手県盛岡市 

・盛岡駅ターミナル周辺でバスの乗

り換え等の公共交通に関する案

内を実施 

料金施策 

八戸えんじょいカード 青森県八戸市 

・おとな 700 円、子ども 350 円

で八戸市内の JR線、路線バス(2

事業者)の全路線が 1 日乗り放

題。提携店舗でのサービスもあ

る。 

高齢者定期券 
埼玉県 

ときがわ町 

・1 ヶ月 2500円、1年間 25,000

円の「高齢者定期」を販売。(65

歳以上が対象)町内全路線乗り降

り自由 

高齢者定期券 岩手県盛岡市 

・1ヶ月 5,400 円の自宅から近く

のバス停から中心市街地までの

「まちなかおでかけパス」を販

売。(70 歳以上が対象)自宅から

中心部向けは途中下車可である

が、郊外向けは利用できない。 
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松園地区では、基幹バスの
本数は減少、地区内の支線
バスは増加、導入後4年目
で、利用者数は15％増加。

（ただし、現在は住宅地の住
民の高齢化もあり、利用者
は減少傾向）

盛岡市中心部では、ＰＴＰＳ（公共交通優
先の信号システム）も導入、朝ピークのバ
スの所要時間が30分から25分に短縮

資料：盛岡市

 

2 視察で把握した取組の概要 

2.1 ネットワークに関する取組 

（1）ゾーン・バスシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2-1.「ゾーンバスシステム」概要  

●郊外部と都心部を結ぶ「基幹バス」と郊外部を運行する「支線バス」に整理。 

基幹バスと支線バスの乗り換えはミニ・バスターミナルで行う。 

・中心部に流入するバスの集中

による定時性の低下

・バス利用者の減少

• 郊外部と都心部を

結ぶ「基幹バス」と、

郊外部を運行する

「支線バス」に整理

• 基幹バスと支線バ

スの乗り換えはミ

ニ・バスターミナル

で行う。

取組の背景とねらい 取組の概要

・中心部に流入するバス路線を
減らし、運行の効率化

・郊外部にターミナルを整備し、
住宅地の利便性を向上

資料：国土交通省事例集
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（3）等間隔・共同運行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図-2-2.「等間隔・共同運行」の概要 

  

●「八戸駅線」の 10 分間隔共同運行。バス事業者、各社独自で運行していたダイヤを調整し、

日中は両社をあわせて 10 分間隔での運行を実現。 

・八戸駅～中心部のバス路線は、2つ

の事業者が競合して運行、時間帯に

よって運行本数のバラツキがあるな

ど、競合により利便性が低下。

・利用者も年々減少

取組の背景とねらい

・交通事業者間の運行ダイヤの一
体的設定・調整により利便性向上
を図る。

資料：八戸市

「八戸駅線」の１０分間隔共同
運行

バス事業者、各社独自で運行
していたダイヤを調整し、日
中は両社をあわせて10分間
隔での運行を実現

取組の概要

等間隔・共同運行の実施によ
り、利用者の利便性も高まる
とともに、運行便数が228便か
ら182便へと20％減少し効率

性も向上、単年度黒字達成。
現在は他路線でも展開

資料：八戸市
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（4）遊覧バス うみねこ号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 

図-2-3.「遊覧バス うみねこ号」の概要 

  

●JR 八戸線鮫駅と JR 八戸線種差海岸駅を結ぶ「ワンコイン遊覧バス・うみねこ号」を八戸市が

運行。 

• JR八戸線鮫駅とJR八戸線種差海岸
駅を結ぶ「ワンコイン遊覧バス・うみ
ねこ号」を八戸市が運行。

・観光名所である葦毛崎展望台や
大平牧場、蕪島周辺に、ＪＲ八戸
線は運行されているが、2～3時間
に一本程度と非常に少ない。

・2002年に東北新幹線八戸駅開業
により観光客が増加

取組の背景とねらい 取組の概要

・観光客及び住民の利便性を高め
るため、遊覧バスを運行

◀ガイド（はちこ）による案内

▲車窓からの風景

資料：八戸市
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2.2 交通結節に関する取組 

（1）ハブ＆スポーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図-2-4.「ハブ＆スポーク」の概要 

  

• 通勤・通学・買い物等を町外に頼っ

ており、町民は隣接する町の3つの

駅を利用

• 町営と民間の路線バスが重複して

運行、ダイヤの接続が不十分、路

線の長大化等の問題あり

取組の背景とねらい 取組の概要

・ 「せせらぎバスセンター」をハブバス
停として整備、町外の3つの駅と町内
の2地域へ放射状にバスを運行。

・「せせらぎバスセンター」では同時間
帯に各方面のバスが発着するダイ
ヤ設定

・バス路線の運営を民間に一本化

・乗り継ぎ拠点を中心に、路線を再編
することで効率性、利便性を向上 資料：ときがわ町

ハブバス停：せせらぎバスセンター

乗り継ぎ利便性を高めるため、ゾーン
運賃の導入や、町内全路線乗り降り自
由の定期券を販売

資料：ときがわ町

●「せせらぎバスセンター」をハブバス停として整備、町外の 3つの駅と町内の 2 地域へ放射状

にバスを運行。「せせらぎバスセンター」では同時間帯に各方面のバスが到着するダイヤ設定。 
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（2）八木山動物公園駅の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図-2-5.「交通結節点の整備(仙台市)」の概要 
 
 
 

 

  

●端末駅の八木山動物公園駅にバス停、バス待機場、タクシー乗り場、駐輪場、駐車場を整備。 

●路線バスは、端末駅から運賃 100 円区間を設置。 

・端末駅の八木山動物公園駅に、
バス停、バス待機場、タクシー乗
り場、駐輪場、駐車場を整備

・路線バスは、端末駅から運賃
100円区間を設置

取組の背景とねらい 取組の概要

• 2015.12に地下鉄東
西線が開業

• 公共交通の利用促
進が課題

・端末駅の交通結
節機能を高め、公
共交通の利用を
促進

▲バス待機場

▲駐輪場 ▲路線バス100円区間の案内
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2.3 情報提供に関する取組 

（1）バスナビ 8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図-2-6.「バスナビ 8」の概要 

  

●平成 21 年に導入していたバスロケーションシステムを活用し、平成 25 年にタブレット端末と 

モニターにより、バスの到着予測時刻を提供できるシステム「バスナビ 8」を開発。 

(八戸市内 12 ヵ所のコンビニ・公共施設設置) 

・バスの待ち時間がわからないこ
とが、利用者の不安や、不満に
つながりバス利用の阻害要因と
なる。

・バスの待ち時間が利用者にとっ
て無駄な時間となっている。

取組の背景とねらい 取組の概要

・リアルタイムでバスの運行状
況を伝えることで、バス待ち時
間の有効活用や、バス待ちの
不満軽減を図る。

・平成21年に導入していたバスロケーショ
ンシステムを活用し、平成25年にタブレッ
ト端末とモニターにより、バスの到着予測
時刻を提供できるシステム「バスナビ8」
を開発

・八戸市内12
箇所のコンビ
ニ・公共施設
等設置

▲コンビニでもバスの接近情報を確認可能

八戸中心街ターミナル各バス乗り場の
運行情報モニター（バス発車時刻表示）

▲バス運行情報はＵＤ書体で見やすさ重視

▲上部取付型2段タイプ
（ラピアにて）

▲上部取付型3段タイプ
（十三日町にて）

資料：八戸市
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（2）はちこ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図-2-7.「はちこ」の概要 
 

  

●八戸駅やバス停留所、バス車内等において、乗り継ぎや目的地の案内をする「はちこ」を配置。 

公共交通の乗り継ぎ案

内は、サインや時刻表だ

けでは十分ではない。

・八戸駅やバス停留所、バス車内等において、
乗り継ぎや目的地の案内をする「はちこ」を配
置

取組の背景とねらい 取組の概要

人でしかなし得ないアテ
ンドで公共交通の情報等
を案内

きっかけは、八戸駅の掃除の方

の交通案内が好評だったため

・アテンド以外にも

◈イベントでの利用促進活動

◈バスの乗り方教室

◈親子バス乗車体験会

◈イベントバス（ハロウィン）

など多様な活動を実施

資料：八戸市
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（3）八戸ポータブルミュージアムインフォメーション(青森県八戸市)、バス案内係(岩手県盛岡市) 

 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図-2-8.「八戸ポータブルミュージアムインフォメーション」「バス案内係・盛岡市」の概要 
 

  

●八戸市や周辺町村域のバス観光案内業務、情報提供、バス利用促進、バス乗車券の一部販売等を

実施。(八戸ポータブルミュージアムインフォメーション) 

●盛岡駅ターミナル周辺でバスの乗り換え等の公共交通に関する案内を実施。(バス案内係) 

 

バス案内係（岩手県 盛岡市）

概要
• 八戸市や周辺町村域のバス、
観光案内業務、情報提供、
バス利用促進、バス乗車券の
一部販売等を実施

八戸ポータルミュージアム
インフォメーション

概要
• 盛岡駅ターミナル周辺で
バスの乗り換え等の
公共交通に関する案内を実施。

資料：八戸市
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2.4 料金施策に関する取組 

（1）八戸えんじょいカード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図-2-9.「八戸えんじょいカード」の概要 

  

●おとな 700円、子ども 350 円で八戸市内の JR 線、路線バス(2 事業者)の全路線が 

1 日乗り放題。提携店舗でのサービスもある。 

•東北運輸局の取組がきっかけで、
ＪＲ、路線バスが1日乗り放題とな
る「八戸えんじょいカード」が販売
される。

取組の背景とねらい

取組の概要

•おとな700円、子ども350円で八戸
市内のＪＲ線、路線バス（2事業
者）の全路線が1日乗り放題

•提携店舗でのサービスもある。 資料：八戸市

資料：八戸市

八戸市が実施した利用
者へのアンケート調査に
よると、

◈半数は観光目的、半
数は通院・買い物目
的で購入

◈使い勝手は、大変満
足が62％、満足が
29％、不満の回答なし。
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（2）高齢者定期券(埼玉県ときがわ町・盛岡県盛岡市) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図-2-10.「高齢者定期券」の概要 

  

●1 ヶ月 2500円、1年間 25,000 円の「高齢者定期」を販売。(65歳以上が対象) 

町内全路線乗り降り自由。(埼玉県ときがわ町) 

●1 ヶ月 5,400 円の自宅から近くのバス停から中心市街地までの「まちなかおでかけパス」を

販売。(70 歳以上が対象)自宅から中心部向けは途中下車可であるが、郊外向けは利用でき

ない。(盛岡県盛岡市) 

 

● 

【ときがわ町】

・1ヶ月2,500円、1年
間25,000円の「高齢
者定期」を販売

・65歳以上が対象

・町内全路線乗り降
り自由

取組の背景とねらい 取組の概要

・高齢者向けの定
期券を販売

• 高齢者の社会参加
を助長し、高齢者
の福祉の向上を図
る。

【盛岡市】

・1ヶ月5,400円の自宅から
近くのバス停から中心市
街地までの「まちなかお
でかけパス」を販売

・70歳以上が対象

・自宅から中心部向けは
途中下車可であるが、郊
外向けは利用できない。

ときがわ町：高齢者定期券 盛岡市：まちなかおでかけパス

資料：ときがわ町

資料：盛岡市
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● 

中核地 

等間隔共同運行 

・空港、那覇市中心部方面

への幹線バスでの運行 

八戸えんじょいカード 
・南城市内の路線バス、航

路、デマンドバスが一日

乗り放題。提携先で割引

がうけられるチケット

の発行。 

高齢者定期券 
・高齢者用の市内全路線乗

り放題の定期券の発売 

バスナビ 8、バス案内係 
・中核地の交通拠点や観光

施設等に公共交通の情

報板の設置やガイドを

配置 

ハブ＆スポーク 
・中核地に「ハブ」となる 

バスターミナルを整備 

ハブから市内各地に 

スポークとなる路線を運行 

－: ネットワーク(市

内) 

－: ネットワーク(市

外) 

－: 情報提供 

 

3 南城市での先進事例の適用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●南城市内は「ハブ＆スポーク」によるバス路線網の形成から考えられます。 

●基幹路線と考えられる中核地～那覇空港・那覇中心部は「等間隔・共同運行」での運行が考え

られます。 

●市内の移動利便性を高めるため「八戸えんじょいカード」や「高齢者定期券」、「バスナビ 8」、

「バス案内係」の導入も考えられます。 

●観光コンテンツとして「遊覧バス」の運行も考えられます。 

 

遊覧バスうみねこ号 

・観光地が点在する沿岸部

を結ぶ観光遊覧バスの

運行 

図-3-1.南城市での先進事例の適用イメージ 

 


